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 『今、なぜまたトマス・アクィナスなのか？』

　英知大学は名称を「聖トマス大学」に改めることを決めました。それは世界連合組織「聖トマス・アクィナス大学国際協議会」に加盟したことに由来するのですが、同時に「聖トマスの学問に対する研究姿勢を範とし、その思想と教えに沿った学問の府を築く」決意でもあります。

では、今なぜ聖トマスなのかという問いは当然出てくると思われます。大著「神学大全」で知られる聖トマスは、盛期スコラ学の代表的神学者であり、彼が大成した思想は長い間カトリック教会の公式神学となりました。また、カトリック教会と聖公会では聖人とされており、カトリック教会の33人の教会博士の一人です。

さて、今年の夏期神学講座を聖トマスに関する認識を深めることにささげたいと思います。なぜ、世界中に聖トマスの名を頂く数多くの大学があるのか。聖トマスは現代社会にどういうメッセージをもたらしているのか。そもそも、聖トマスはなぜ偉いのか。彼がどういう時代、環境で活躍したのか、哲学史、キリスト教思想史においてどのような位置をしめているのか。日本におけるトマス研究はどうなのかなど、さまざまな観点から迫っていきたいと思います。皆さん、どうぞふるってご参加くださいますよう、お願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボナツィ・アンドレア

主催：聖トマス大学キリスト教文化研究所
                    トマス・アクィナス研究所
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❊　 eq \o\ad(テーマ,　　　　　　)　

　　『今、なぜまたトマス・アクィナスなのか？』
❊　 eq \o\ad(受講対象,　　　　　　)　どなたでも受講できます。

　

❊　 eq \o\ad(日時,　　　　　　)　７月２３日（月）～２７日（金）　
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　　　　　　　　　受　　付　　　９時～

　　　　　 　第１講義　　１０時～１２時

　　 　　　　　 　～　　昼　　　　 食　　～

　　　　　　 第２講義　　１３時～１５時

　　　　　 　ミ　　サ　　１５時～１５時３０分

　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(（チャペル）,　　　　　　　　　　　　)
❊　 eq \o\ad(場所,　　　　　　)　 聖トマス大学　

サピエンチア・タワー１０階
　　　　　　　

❊　 eq \o\ad(受講料,　　　　　　)　５日間受講の場合　　　７，０００円      　　　　　　　　　

　　　　　　　　　１日間受講の場合　　　１，５００円
　　　　　　　　　　　・聴講者がテープをとるときは、その都度

　　　　　　　　　　　　別途９００円を申し受けます。

❊　お申込み方法　講義当日に受付で所定の申込書にご記

　　　　　　　　　入のうえ、受講料を添えてお申し込み　

　　　　　　　　　ください。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

★本講座についてのお問い合わせは下記にお願いいたします。

　　　　　　　　　　    

　　 　〠661-8530   eq \o\ad(兵庫県尼崎市若王寺2丁目18番1号,　　　　　　　　　　　　　　　　　)
聖トマス大学キリスト教文化研究所

 eq \o\ad(夏期神学講座係,　　　　　　　　　　　　　　　　)
TEL（０６）６４９１－５０００ ㈹

· 講座期間中　コロクト－リウム・サピエンチエ（軽食・喫茶）と売店は営業しております。どうぞご利用ください。
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　　　　　　　　　第１講義：１０時～１２時
　　　　　　　　　第２講義：１３時～１５時
	第一回　七月二三日（月）
	講　　　師
	聖トマス大学客員教授
聖トマス大学名誉教授
東京大学名誉教授
	  今道友信

	
	テーマ
	カトリック哲学・神学とトマス・アクィナス

	
	第１講義
	１．トマスの不滅の足跡

ａ）哲学は讃美に始まる（アリストテレスの補完）

ｂ）存在は二様に語られる（存在論の完成）

ｃ）doctor angelicus（天使的博士）

２．トマスの限界と現代のカトリック哲学

ｄ）言語と論理（ontologiaとechontologia）

ｅ）economia divinaとeco‐ethica humana（倫理の問題）

ｆ）metaphysica（形而上学）とmetateknica（メタテクニカ

――技術哲学）

３．結び

	
	第２講義
	

	第二回　七月二四日（火）
	講　　　師
	聖トマス大学学長・教授　　小田武彦

	
	第１講義
	テーマ
	トマス・アクィナスとは何者なのか？

	
	
	学問の神様といえば日本では菅原道真だが、欧米ではトマス・アクィナスである。カトリック教会は、1323年に彼が聖人であることを公式に宣言し、1568年には教会博士の称号を付与し、1880年に全世界のカトリック大学の保護の聖人と定めた。本講義では、トマス・アクィナスの人物像を紹介すると同時に、なぜこれほど学問の世界で彼が愛されているのかを探っていきたい。

	
	第２講義
	テーマ
	トマス・アクィナスとSTU、IC-USTA

	
	
	　英知大学は、2007年1月16日に英語名称をSaint Thomas University（STU）に変更し、4月1２日には世界的なネットワーク組織である聖トマス・アクィナス大学国際協議会（IC-USTA）に日本で最初に加盟し、5月27日に日本語名称を聖トマス大学に変更した。本講義では、本学がトマス・アクィナスの名前をいただきIC-USTAに加盟した理由や意義、目的等を整理して提示したい。

	第三回　七月二五日（水）
	講　　　師
	聖トマス大学教授　　 ヴィセンテ・アリバス

	
	テーマ
	トマス・アクィナスにおけるヒューマニズム

	
	第１講義
	１．宇宙における人間の位置

　この講演の中では、トマス・アクィナスが神の存在と精神的存在者を含む宇宙の位に人間をどのように順位づけているかについて話す。人間の構造は身体と精神が統一した存在である。つまり、物質的世界と精神的世界を分有している。人間が常に自分を超越しようとする。これが人生における魅力である。

	
	第２講義
	２．人間の目的と完全性への憧憬

　人間は最高の幸せを求めて活動する。トマス・アクィナスによれば、最終目的は至福つまり神をみることである。これに達するために、絶え間なく教育をうけ、特に元徳、対神徳を通した人間の改良を必要とする。自分を超越するということは、人間が神の似姿から生じる。

	第四回　七月二六日（木）
	講　　　師
	聖トマス大学大学院教授　 ボナツィ・アンドレア

	
	第１講義
	テーマ
	聖トマスの声を聴く

	
	
	聖トマスについての話を聞いた後に、トマス自身の言葉に直接にふれていただきたいと思います。『対異教徒大全』のなかからいくつかの箇所を選んで、分かりやすく解説して行きます。

	
	講　　　師
	聖トマス大学准教授　 竹田文彦

	
	第２講義
	テーマ
	キリスト教思想史におけるトマス・アクィナス

	
	
	　トマス・アクィナスの思想の適切な理解は、トマスの著作にふれるだけではなく、トマスが生きた中世ヨーロッパ世界の中で彼が取り組んだ問題は何であったか、そしてその問いに彼が与えた解答はどれだけ有効かつ、意味のあるものであったかをキリスト教思想史の脈略の中に位置づけ、再検討してみることなくしてはあり得ない。本講座では、トマスと同時代の思想家たちとトマスの思想的立場を比較しながらトマス神学の核心を明らかにすると共にその今日的意味について考察しようとする試みである。

	第五回　七月二七日（金）
	講　　　師
	聖トマス大学大学院教授 　ボナツィ・アンドレア

	
	第１講義
	テーマ
	日本におけるトマス研究の状態および展望              

	
	
	トマスの思想は、いつ日本にもたらされ、こんにちまでどのようなあゆみをたどったかをてみじかに物語るところからはじめて、そのなかで見えてきた問題点や発展可能性を述べてみたい。

	
	講　　　師
	聖トマス大学非常勤講師　 石垣博子

	
	第２講義
	テーマ
	今も鳴り響く、聖トマスのメッセージを聴く

	
	
	　ヨーロッパの聖体的霊性の大家の一人でもある聖トマス・アクィナスは、教皇ウルバヌス４世（教皇在位１２６１年―６４年）によって、聖体の賛美歌を作るように依頼された。長い年月を経て、今もなおカトリック教会で親しまれ、歌い継がれてきている賛美歌を共に聴き、うたい、黙想することによって聖トマスのメッセージを味わいたい。








